








































１年生の互見授業 

 

 

 

 

 

 

 

  相手に反応をもらえるようにペアトーク       ホワイトボードを使ってペアトーク 

 

 

 

 

 

 

 

  考え方２の児童の発表（ブロックで説明）      考え方３の児童の発表（図で説明） 

 

３年生の互見授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ペアトークで自分の考えを伝え合う        他児の考えを図で説明するＡ児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ホワイトボードで考えを比べる 

 

                      １７ 

Ａ児は自己肯定感が低下した状況にあった。 

しかし、この授業では他児の考えを自分なりに

説明し、それが周囲から大いに認められたことで

自信を持つことができた。 （写真上） 

             

その後も、トークンシステム等の支援方法を職

員で共通理解し、自己肯定感をより高められるよ

う、組織的に支援を続けている。 































②ベテラン教員（Ｂ教諭）への支援 

 

 Ｂ教員にはベテランらしく発達に偏りのある児童に寄り添った指導を行える長所を生か

し、本年度から特別支援学級担任と教育相談の担当を任せている。ただし、教育相談担当は

初めてのため、ケース会議の運営や関係者との連絡調整で経験が十分ではない。そこで、ケ

ース会議等を通して、教育相談コーディネータ－としての力量を育成していくことにした。 

                       左の写真は、Ａ児のケース会議の様子

である。保護者との関係が原因で精神 

                       的に不安定になったため、関係機関と 

                     も連携を取り合い支援している。 

                    Ａ児に関わる職員がその特性を充分に 

                   共通理解し組織的に支援していくこと                 

を確認した。Ｂ教員には、会の司会をし

ながら運営を学んでいく場となった。 

 

（ケース会議の参加者） 校長、教頭、Ｂ教諭、Ｔ児の担任（新採用）、Ｔ児の学年主任 

教務主任、特別支援コーディネーター、養護教諭、事務職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の写真は、松原教頭がホワイトボードを使って、会議の流れを示している場面である。 

①会議の参加者とＡ児への関わり → ②有効だった支援方法 → ③今後の方向性 → 

④短期・中期の目標 という進め方をＢ教諭や他の参加者に伝えていった。 

 この後、養護教諭から「トークンシステム」を紹介してもらい、Ａ児の意欲や自己肯定感

に配慮した支援カードをＢ教諭が作成し、それを皆で共通理解して支援にあたっていくこ

とになった。その支援カードは、現在活用中で次ページに紹介する。 

 

                  ３０ 




























